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依然として、新型コロナウイルス（COVID-19）感染防止状況が、国内のみなら

ず世界的規模で続いています。犠牲になられた方々に哀悼の意を表しますとと

もに、今なお困難な状況にあるすべての皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

臨床心理士の皆様には、新型コロナウイルス禍の中も、多様な工夫と努力を重

ねながら、専門業務にご尽力のことと感謝を申し上げます。 

本協会といたしましても、すでに新型コロナウイルス禍状況に即応するため

の多様な臨床心理士支援を進めてきましたが、事態の現況を鑑みるとき、なお協

会主催の恒例イベントや教育研修事業など、現段階で判断するにあたっては極

めて多くの制限を要する厳しい状況にあります。その現況を踏まえて、以下の点

をお知らせしますので、ご確認とご理解をお願いします。 

 

１．『臨床心理士報』61号の送付 

本年 9月下旬、『臨床心理士報』61号（令和 3年 8月 31日付発行）を臨床心理士

各位に送付しました。令和 2 年度の事業報告と令和 3 年度事業の展開、臨床心

理士資格審査規程等の改正に伴う臨床心理士資格更新審査委員会規程の制定等、

任期満了に伴う新たな評議員並びに役員（理事及び監事）体制など、さまざまな重

要情報が掲載されています。とくに令和 2 年度新規有資格者（臨床心理士）登録

名簿一覧、令和 2年度資格更新手続完了者名簿一覧が公告されています。「お知

らせとお願い」欄とともに、必ずご確認いただきますようお願いします。 

 

２．臨床心理士を対象とした援助金助成事業のご案内 

新型コロナ禍の中、本協会におきましては、県単位の臨床心理士会の責任で実

施していただく従来の被災者支援事業に基づくかたちで、「新型コロナウイルス

感染拡大事態に特化した援助金助成事業」を県単位の臨床心理士会並びに臨床

心理士個人もしくはグループを対象として、令和 2年 4月 10日付で公募、実施

しました。また、同年 6 月 5 日付で「新型コロナウイルス感染拡大防止状況に

係る臨床心理士養成大学院附属臨床心理相談施設における地域支援に対する援

助金助成事業」にも取り組みました。 

こうした皆様のご尽力と着実な成果を蓄積しながら、このたび、新たに「新型

コロナ危機から立ち上がる『臨床心理士のこれから』を創新するための援助金助



成事業」を実施することになりました。応募課題を例示させていただきながら、

臨床心理士のこれからを創新（新たなパラダイムの創成）するための援助金助成事

業として展開を図るものです。 

応募要領は、県単位の臨床心理士会に送付するとともに、本協会ホームページ

に掲載して公募しています。適正かつ適切な配慮により、本協会からの募集課題

に関するご応募をお待ちする次第です。 

 

３．心の健康・文化フォーラム（令和 3年 12月 12日予定）の中止 

国立京都国際会館を会場に開催する方向で検討していた「心の健康・文化フォ

ーラム」は、新型コロナウイルス禍の状況に鑑みて、開催を見送ることになりま

した。次年度に延期して、令和 4 年 12 月に開催できるよう計画する予定です。 

臨床心理士研修会等も含め、協会主催事業の中止等により何かとご不自由や

ご不便を余儀なくされる状況が続いています。現在可能な多様な教育研修機会

等を積極的に活用いただきながら、専門資質向上に努めていただくようお願い

します。 

 

４．新たな研修方式「オンライン研修」の開設 

『臨床心理士報』61号でご案内のように、従来の臨床心理士研修会（対面）と

は別途に、新たな研修方式としてWebによる恒常的な教育研修機会の新規の設

定を目指して、教育・研修委員会を中心に検討し、準備を進めているところです。

本協会の沿革と組織、臨床心理士倫理関連規程、臨床心理士倫理綱領に係る臨床

心理事例など、各１時間程度の動画を作成し配信しようとするものです。 

まずは、令和 3 年度内に限定しての特例試行として、令和 3 年度資格更新手

続きを予定されている約 6,400 名を対象としてオンライン研修を実施する計画

を立案しています。詳細は、令和 3年度資格更新対象者個々にご案内します。 

なお、この試行的実施を踏まえて、令和 4年度以降、本格的なオンライン研修

を設定し、随時、参加枠を広げていく予定です。準備が整いましたら本協会ホー

ムページ等でご案内します。 

 

 

以上、令和 3 年度内の確定事項と当面の状況について「お知らせ」しますの

で、ご確認ください。新型コロナウイルス禍に可能な限り即応できるよう、今後

も迅速に本協会ホームページ等でお知らせしてまいります。 

新型コロナウイルス禍にもかかわらず、今日まで事業を展開できましたこと

に感謝申し上げます。臨床心理士の皆様のご健勝とご健闘をお祈りします。 

 

以上 


